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我が去りし 後の世に

遺すことばとて 九条を守れ …・

鶴見和子 (『環20号』 より)

那賀川の岸辺の桜並木で (松崎町 ・桜田)い・7頁参照

撮影 雨 宮和雄

総
会
開
催
の
御
案
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
第
二

一
回
定
期
総
会

緑
に
風
馨
る
こ
の
頃
、

み
な
さ
ん
お
元

気
で
お
過
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
．

こ
だ
ま
会
２０
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
も

無
事
に
終
り
ま
し
た
が
、

日
本
社
会
の
不

安
定
な
中
、

第
２‐
―口‐
定
期
総
会
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
日
本
国
憲
法
」
が
俎
上
に
の
ぼ
り
平

和

。
人
権

・
民
主

工ヽ
義
が
脅
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

税
金
は
上
り
年
金
は
下
が
る
、

医
療
や

介
護
保
険
な
ど
も
高
齢
者
や
身
体
障
害
者

い
じ
め
の
方
向
に
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

否
応
な
し
に
私
た
ち
の
生
活
は
圧

迫
さ
れ
、

ま
す
ま
す
暮
し
難
く
な

っ
て
き

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
で
は
、

こ
れ
ら
の
諸
問

題
に
立
ち
向

い
、

み
な
さ
ん
の
知
恵
を
出

し
合

っ
て
論
議
を
深
め
て
、

突
破
口
を
見

出
だ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
、

お
誘

い
合
せ
て
ご
参
加
下

さ
い
。

様
ざ
ま
な
声
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

●
と
　
き

六
月
二
二
国
内

午
後
１
時
３０
分
１
４
時
３０
分

０
と
こ
ろ

神
奈
川
自
治
会
館

七
階
七
〇

一
―
七
〇
三
号
室

（電
話
）
０４５
‐

６６４
‐

７
５
０
０

●
交
　
通

桜
木
町
ま
た
は
横
浜
駅
か
ら
、

バ
ス
で

神
奈
川
自
治
会
館
前
下
車
徒
歩

一
分

み
な
と
み
ら
い
線
日
本
大
通
り
駅
下
車

３
番
出
口
徒
歩
三
分

●
総
会
議
案

二
十
五
頁
を
御
覧
下
さ
い
。

退
職
さ
れ
て
未
加
入

の
方
も
当
日
来

場

・
入
会
大
歓
迎
で
す
ｃ

皆
さ
ん
お
誘

い

合
せ
て
御
出
席
下
さ
い
。
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総
会
終
了
の
あ
と
、
２
階

「
ラ
　
♪

”
　
ウ
ン
ジ
は
ま
風
」
に
お
い
て
恒
例

”

♪
　
の
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。
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♪

　

約

一
時
間
飲
物

・
軽
食
を
召
上
　
♪

”

り
な
が
ら
楽
し
く
語
ら
い
、

カ
ラ
　
ル

♪

オ
ケ
、

踊
り
な
ど
で
心
温
ま
る

一　
♪

”

刻
を
と
も
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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千
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二
〇
〇
四
年

（平
成

一
六
年
）
度

経

過

報

告

Ｉ
　
一
一〇
周
年
記
念
事
業
の
と
り
く
み

今
年
度
会
の
活
動
で
大
き
な
比
重
を

占
め
た
の
は
、

会
結
成
二
〇
周
年
記
念

事
業
の
と
り
く
み
で
し
た
。

み
な
さ
ん

の
多
数
の
参
加
、

協
力
に
よ
り
精
力
的

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
会
と
し
て
記
念
誌
の
発
行
、

記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
企
画
、

そ
の
他
各

記
合
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

記
念
事

業
実
行
委
員
会
を
設
け
、

二
〇
周
年
記

念
事
業
積
立
金
会
計
に
よ
り
と
り
く
み

ま
し
た
。

１
　
楽
し
か
っ
た
集

い
（　
）
内
は
参
加
者

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
神
奈
川
工
場
見
学

０４
年
７
月

（３６
名
）

２０
周
年
記
念
囲
碁
大
会
９
月
（
１５
名
）

蕎
麦
打
ち
と
天
を
羅
料
理
教
室

県
職
労
壮
年
部
共
催９

月
（
２３
名
）

古
典
落
語
を
聞
く
会
　
１０
月
（７
名
）

さ
き
た
ま
古
墳
群
紀
行
１０
月

（６
名
）

国
際
高
齢
者
文
化
祭
参
加

の
旅

行

国
）　
　
　

　
　
　

１０
月

（６
名
）

歴
史
教
室

・
京
都

一
泊
研
修
旅
行

１１
月
（１４
名
）

記
合
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
　
ーー
月
（６０
名
）

北
海
道
ス
キ
ー
旅
行０５

年
１
月
（２７
名
）

西
伊
豆

一
泊
バ
ス
旅
行
４
月
（１７
名
）

２
　
記
念
誌
な
ど
の
刊
行

『こ
だ
ま
―
結
成
２０
周
年
記
念
』

記
念
誌
編
集
委
員
会

０４
年
９
月
　
２
冊
セ
ッ
ト

寄
稿
８３
名

『合
同
句
集
　
＞」
だ
ま
』

６
月
　
５８
頁
　
　
こ
だ
ま
句
会

薬
膳
レ
シ
ピ
集

『明
る
く
老
後
を
迎

え
る
為
に
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
』

０５
年
５
月
　
７
頁

食
と
文
化
を
楽
し
む
会

工
　
趣
味
活
動
と
会
員
参
加
の

会
報
づ
く
り

記
念
事
業
と
同
時
進
行
で
、

会
員
の

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
交
流
し
合
う

活
動
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（　
）
内
は
参
加
者

○
文
学

・
歴
史
紀
行
　
　
５
月
（７
名
）

○
歴
史
教
室

講
義
１
回
　
　
　
　
１１
月
（１９
名
）

散
策
３
回
　
６

・
９

・
３
月

（・３
１
・６
名
）

○
楽
し
い
俳
句
教
室

毎
月
第
３
木
曜
日（

・１
‐
‐５
名
）

○
食
と
文
化
を
楽
し
む
会

２
回
　
７
月

・
１２
月

（
８
１
１０
名
）

○
囲
碁
同
好
会

毎
月
第
１
日
曜
日（

・０
‐
‐５
名
）

世
話
人
の
方
が
た
、

本
当
に
ご

苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
、

感
謝

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
趣
味
特
技

を
発
揮
し
て
お
世
話
下
さ
る
方
、

も

っ
と
も

っ
と
増
え
ま
す
こ
と
を

願

い
ま
す
。

◇
会
員
相
互
を

つ
む
ぎ
合
わ
せ
る

会
報
は
、

年
金
、

介
護
、

健
康
な

ど
の
情
報
、

趣
味
活
動
や
高
齢
者

運
動
の
様
子
を
計
画
ど
お
り
年

４

回
提
供
し
ま
し
た
。

６４
１
６７
号
延

３８
頁
、

三
呈
か
な

情
報
と
会
員
参
加
″
の
目
標
は
達

成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

な
お
、

広
報
編
集
委
員
会
は
、

記
念
誌
編
集
委
員
会
を
も
か
け
持

ち
で
、

息
を
抜
け
な
い
多
忙
の

一

年
で
し
た
。

皿
　
△
万
員
加
入
状
況
と
名
簿
の
管

理

一般会計 2004年 (平成16年)度 収支決算書
支 出           (2004 4 1～ 2005 331)単 位 :円

J又

項   目 予算額 決算額 摘  要 項   目 予算額 決算額 摘   要

1年  会  費 255,000 249.000 @3,000× 83口 1事 務 局 費 850 000 7231525

2終 身 会 費 11500,000 1,4751000 @25,000× 59人 2行  動  費 3001000 189,975

3県 職労交付金 765,000 685 000 3広  報  費 950 000 7751501

4事 業 収 入 850,000 924,138 4総  会  費 450,000 423 886

5雑  収  入 183、235 232,188 5会  議  費 400,000 299,670

6 積立金取崩し 1.200、000 11203,943 6通  信  費 250,000 160,454

7寄  付  金 7弔  慰  金 80,000

8前 年度繰越金 2961765 296,765 8負  担  金 501000

9積  立  金 1 500 000 1、4751000

10繰  出  金 200,000 200 000 20周年記念事業会計ヘ

11予 備 賛

12次 年度繰越金 758,023

合   Ht 5,050,000 51071,034 合   計 5,050,000 5 071.034



今
年
度
の
加
入
者
は
年
会
員

一
一
人
、

終
身
会
員
五
九
人
、

計
七
〇
人
の
加
入
が

あ
り
ま
し
た
。

加
入
の
働
き
か
け
は
、　

一
月
下
旬
十
二

月
上
旬
の
職
員
課
主
催
の
退
職
者
説
明
会

四
回
と
県
職
労
各
支
部
で
開
か
れ
る
退
職

者
の
集

い
等
で
行
な

い
ま
し
た
。

ま
た
、

今
回
は
県
職
労
の
協
力
を
得
て

二
回
、

機
関
紙
を
通
し
て
こ
だ
ま
会
の
活

動
と
火
災
共
済
を
は
じ
め
共
済
厚
生
事
業

の
取
扱

い
な
ど
を
知
ら
せ
、

加
入
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

会
員
名
簿

の
管
理
は
昨
年
度
か
ら
パ
ソ

コ
ン
処
理
で
行

っ
て
い
ま
す
が

一
、

一
一〇

〇
人
を
超
え
た
会
員
の
中
で
転
居
な
ど
に

よ
る
会
報

の
未
着
返
送
が
毎
回
数
人
あ

り
、

そ
の
都
度
転
居
先
を
調
べ
、

再
発
送

し
て
い
ま
す
が
、

手
掛
り
が
な
く
不
明
と

な
る
方
も
あ
り
、

こ
の
点
で
住
所
変
更
の

一
報
は
必
ず
し
て
下
さ
る
よ
う
、

お
願

い

し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｗ

〈
イ
の
運
営
と
共
同
の
と
り
く
み

会
の
業
務
を
効
率
よ
く
進
め
る
た
め
、

毎
月
第

一
週

に
四
役

の
打
合
せ
を
行
な

い
、

会

の
事
務
作
業
や
趣
味
活
動
の
と
り

く
み
に
つ
い
て
事
務
局
と
世
話
人
の
方
々

の
協
力
で
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
特
に
二
〇
周
年
記
念
事
業
会

計
と

一
般
会
計

の
関
連
に
留
意
し
て
会
報

と
二
〇
周
年
記
念
誌
の
発
送
時
期
の
調
整

や
発
送
に
つ
い
て
も
県
職
労
の
協
力
を
得

て
宅
急
便
に
切
替
え
る
な
ど
支
出
の
節
減

に
つ
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、

収
入
面
で
は
記
念
誌

へ
の
広
告

料
、

記
念
誌
の
買
取
り
要
請
な
ど
を
積
極

的
に
と
り
く
み
、

収
入
増
の
確
保
に
努
力

し
ま
し
た
。

◇
他
の
退
職
者
会
と
の
共
同
の
と
り
く
み

で
は
五
月
の
県
内
平
和
行
進
や
九
月
、

千

葉
市
で
開
催
さ
れ
た
第
十
八
回
日
本
高
齢

者
大
会
に
も
自
治
労
連
県
退
職
会
の

一
員

と
し
て
代
表
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
自
治
労
連
県
退
職
者
会
に
は
前
年

度
に
引
続

い
て
五
名

の
役
員

（会
長

・
事

務
局
次
長

・
幹
事
二
名

・
会
計
監
査
）
を

送
り
、

活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

全
国
の
自
治
体
退
職
者
会
と
も

交
流
を
進
め
る
た
め
、

全
国
自
治
体
退
職

者
連
絡
会
に
も
参
加
し
、

今
回
の
二
〇
周

年
記
念
誌
の
有
料
送
付
な
ど
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

な
お
、

本
年
度
も
三
月
、

連
絡
会
と
し

て
、

年
金
制
度
の
改
善
並
び
に
介
護
保
険

制
度
の
改
善
を
求
め
て
厚
生
労
働
省
と
交

渉
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

◇
報
告
の
終
り
に
会

の
役
員
体
制
に
つ
い

て

一
言
ふ
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
だ
ま
会
の
役
員
構
成
も
高
齢
化
が
進

み
、

二
年
後
は
役
員
体
制
が
課
題
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

趣
味
活
動
や
総
会
で
の
積
極
的
な
討
議

を
お
願
い
し
、

経
過
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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■ヽ年2A.

積立金会計 2004年 (平成16年)度 収支決算書
支 出           (2004 4 1～ 2005 331)単 位 :円

20周年記念事業積立金会計 2004年 (平成16年)度収支決算書
支 出           (2004 4 1～ 2005 331)単 位 :円

会計監査報告
2004年 (平成16年)度 一般会計、積立金会計及びに20周年記念事業積立金会計について、それぞれの収

支証拠書類、預金通帳等の監査を実施 した結果、適正かつ妥当に執行されているものと認めます。

入

入

項   目 予算額 決算額 補   要 項   目 予算額 決算額 摘  要

前 年 度 繰 越 金 13 165 92] 13 1651921 本 年 度 支 出 額 1 500.000 1 503 943

本 年 度 収 入 1,5031079 1,479,654 内
　
訳

一 般 会 計 1,200,000 11203,943

内

訳

積 立  金 1.500,000 1.475,000 20周年事業会計 300 000 3001000

目 次 年 度 繰 越 金 13,169,000 13,1411632

合    計 14,669,000 14,645,575 合    計 14.669、000 141645,575

項   目 予算額 決算額 摘   要 項   目 予算額 決算額 摘  要

前 年 度 繰 越 金 377,684 377,684 記 念 誌 発 行 費 4501000 535,280

本年 度 積 立 金 2001000 2001000 一般会計から レセプション開催費 250 000 246.880

繰  入   金 300,000 300,000 積立金合計から 趣味活動交付金 1001000 88,000

広 告 料 1又入 100,000 1201000 通  信   費 1501000 140,87]

雑  収   入 221316 159,900 事 務 雑 賓 50 000 29、615

合    計 1 000 000 1 157 584 合   計 1,0001000 1 040 646

差引残額   1161938

監査 古 怒田富士一 ①   鈴 木志げ子 ①2005年4月 19日
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二
〇
〇
五
年

（平
成

一
七
年
）
度

活

動

方

針

（案
）

Ｉ
　
私
達
を
と
り
ま
く
情
勢

２
月
の
は
じ
め
頃
、

地
方
職
員
共
済
組

合
か
ら

「年
金
支
払
通
知
書
」
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

開

い
て
み
る
と
所
得
税
が

壱
万
円
以
上

（２
ヵ
月
で
）
差
し
引
か
れ

て
い
ま
し
た
。

１
月
か
ら
の

「所
得
税
の
老
年
者
控
除

の
廃
止
」
「公
的
年
金
等
控
除
縮
小
」
に

よ
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、

介
護
保
険
料
、

国
民
健
康
保

険
料
な
ど
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

小
泉

内
閣
に
よ
る
高
齢
者
の
負
担
増
は
次
の
よ

う
な
内
容
が
検
討
さ
れ
実
施
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

松
沢
県
政
は
、

国
が
す
す
め
て
い
る
ゴ
二

位

一
体
改
革
」
を
支
持
し
、

県
立
病
院
、

福
祉
施
設
、

社
会
教
育
施
設
な
ど
の
民
間

委
託

・
指
定
管
理
者
制
度
の
積
極
的
導
入
、

県
の
施
設
の
統
廃
合
を
す
す
め
、

県
民
の

た
め
に
必
要
な
職
員
を
大
幅
に
削
減
し
て

い
ま
す
。

反
面
、

警
察
職
員
を
大
幅
に
増

員
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

国
が
す
す
め
る
大
企
業
向
け
の

事
業
等
に
多
額
の
投
資
を
し

一
方
法
人
二

税
の
超
過
課
税
の
見
直
し
な
ど
の
優
過
税

制
策
を
と
り
、

県
財
政
を
圧
迫
し
、

県
民

生
活
に
か
か
わ
る
福
祉
、

医
療
、

教
育
の

支
出
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

冒
末
の
地
方
分
権
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
改
憲
が
不
可
欠
だ
」
と
し

て
、

戦
争
協
力
の
有
事
法
制
の

「国
民
保

護
法
」
に
も
と
づ
く

「指
定
地
方
公
共
機

関
」
と
し
て
神
奈
川
テ
レ
ビ
に
要
請
し
て

い
ま
す
。

横
浜
市
で
は
、

救
急
車
有
料
化
に
む
け

６
つ
の

「仮
想
的
な
状
況
」
を
示
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
４
月
か
ら
具
体
的
な

検
討
に
入
り
ま
す
。

現
状
の
状
況
で
は
利

用
料
は
２
万
円
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
で
は
、

家
庭
ゴ
ミ
の
有
料
化
と
収

集
日
を
減
ら
す

（２
０
０
７
年
度
か
ら
）

こ
と
の
検
討
に
は
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、

市
営
住
宅
費
の
値
上
げ
も
検
討

し
て
い
ま
す
。

小
泉
内
閣
は
、
「大
量
破
壊
兵
器
保
有
」

を
最
大
の
回
実
に
イ
ラ
ク
戦
争
を
支
持
し

た
が
大
量
破
壊
兵
器
も
開
発
計
画
も
な

か
っ
た
こ
と
が
確
定
し
、

派
兵
３７
カ
国
の

う
ち
・９
カ
国
が
撤
兵
を
表
明
し
て
い
る
の

に
自
衛
隊
の
派
兵
に
回
執
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
は
、

自
衛
隊
を

「軍
隊
」
と
し

て
常
時
海
外
派
兵
で
き
る
よ
う
、

戦
力
不

保
持
を
定
め
た
憲
法
第
９
条
２
項
を
全
面

的
に
改
悪
し
、

国
民
に
は
国
防
の
義
務
を

課
し
、

結
社
の
自
由
を
制
限
す
る
な
ど
の

憲
法
改
憲

（案
）
を
起
草
委
員
会
の
草
案

と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
危
険
な
動
き
を
阻
止
す
る
た
め

「憲
法
第
９
条
を
守
る
会
」
が
各
階
層
、

各
分
野
、

全
国
各
地
で
創
ら
れ
て
い
ま
す
。

一般会計 2005年 (平成17年)度 収支予算 (栗)
支 出           (2005 4 1～ 2006 331)単 位 :円

積立金会計 2005年 (平成17年)度 収支予算 (栗)
支 出 (2005 4 1～ 2006 331)単 位 :円

入

入

項   目 予 算 額 摘 要 項   目 予算額 摘 要

1年  会  費 240,000 @3,000× 80日 1事 務 局 費 850 000

2終 身 会 費 1,500、000 ②25,000×60人 2行  動  費 300(000

3県 職労交付金 685,000 3広  報  費 950 000

4事 業 収 入 850.000 4総  会  費 450,000

5雑  収  入 116、977 5会  議  費 400,000

6積 立金取崩 し 700 000 6通  信  費 2501000

7寄  付  金 0 7弔  慰  金 80 000

8前 年度繰越金 7581023 8負  担  金 50,000

9積  立  金 1、500、000

1 0 予 備 費 20,000

合    計 4.850 000 合    計 4.850,4oo

項   目 予 算 額 摘 要 項   目 予算額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 131141,632 本 年 度 支 出 700,000 一般会計へ繰出し

本 年 度 収 入 1 503 368 次 年 度 繰 越 金 13.945、000

内

訳

積 立  金 1,5001000 一般会計より繰入れ

禾」     ′ 日、

計 14、645、000 計 14.645,000



(5)第  68 号 神奈)ll県職労退職者こだま会報 2005年(平成17年)6月 1日

小泉内閣が狙う高齢者の負担増スケジュール

2005年

1月 所 得税の老年者控除廃止

公的年金等控除の縮小

6月 住 民税の配偶者特別控除廃止
10月 介 護施設に 「居住費」

「食費」の自己

負担導入
2006年

1月 所 得税の定率成税半額

障害者支援法→障害者自立支援法(応

益 1割)
4月 介 護保険料値上げ(3年 ごとの見直し)

介護給付の改定
6月 公 的年金等控除の縮小

住民税の老年者控除の廃止

住民税の高齢者の非課税限度額廃止

住民税の定率減税半減
2007年

1月 所 得税の定率減税廃止

6月 住 民税の定率減税廃止、

住民税の非課税限度額廃止に伴う経過

措置縮小

(消費税引き上げ実施検討)
2008年

6月 住 民税の非課税限度額廃止に伴う経過

措置終了
2009年

4月 介 護保険料値上げ(3年 ごとの見直し)
2004年から2017年まで

年金の保険料引き上げ、給付の減額

横
浜
で
の

「
９
条
の
会
」
を
き
く
県
民

の
つ
ど
い
に
は
５
０
０
０
名
を
超
え
る
県

民
が
参
加
す
る
盛
大
な
集
会
と
な
り
、

横

須
賀
の
原
子
力
船
母
港
化
反
対
の
市
及
び

Ｉ
　
活
動
の
目
標
と
計
画

１
　
憲
法
第
九
条
の
改
悪
に
反
対
し
、

平

和

。
人
権

・
民
主
主
義
を
守
る
た
め
、

広
範
な
県
民
や
諸
団
体
と
連
携
し
、

運

動
を
進
め
ま
す
。

２
　
所
得
税
の
老
年
者
控
除
の
廃
止

・
年

金
基
礎
控
除
の
切
り
下
げ
に
よ
る
高
齢

者
の
課
税
強
化
や
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
反
対
し
ま
す
。

３
　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
制
限
や
利
用
料
の
大
幅
引

き
上
げ
に
反
対
し
ま
す
。
ま
た
、

公
的

医
療
保
険
と
保
険

の
き
か
な

い
診
療

（自
費
診
療
）
を
併
用
す
る
混
合
診
療

制
度
の
導
入
に
反
対
し
ま
す
。

高
齢
者

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
目
指
し
、

自

市
民
の
運
動
、

座
問
基
地
内

へ
の
米
陸
軍

第

一
軍
団
司
令
部
移
転
反
対
の
基
地
周
辺

自
治
体
及
び
住
民
の
運
動
な
ど
が
大
き
く

盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
。

治
労
連
退
職
者
会
を
初
め
、

要
求
で

一

致
す
る
諸
団
体
と
協
力
し
、

高
齢
期
運

動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

４
　
高
齢
者
保
健
福
祉
行
政
の
研
究
を
継

続
し
、

制
度
利
用
の

『手
引
き
』
作
り

を
進
め
ま
す
。

５
　
火
災

・
自
動
車

・
交
通
災
害
共
済
、

が
ん
保
険

・
医
療
保
険
な
ど
の
福
利
厚

生
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

６
　
法
律
、

年
金
、

税
金
、

介
護
保
険
制

度
、

相
続

・
遺
言
、

成
年
後
見
制
度
、

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
問
題

で
お
困
り
の
方
に
は
信
頼
で
き
る
専
門

家
を
紹
介
し
ま
す
。

７
　
現
在
、

県
職
労
が
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
中
に
退
職
者
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
、

掲
載
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
本
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当

者
を
決
め
、

県
職
労
の
協
力
を
得
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

８
　
退
職
者
会

の
事
務
局
は
、

毎
週
火
曜

日
、

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
開

い
て
い
ま
す
。

▼
　
趣
味
の
会
活
動

現
在
、

次
の
よ
う
な
趣
味
の
会
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

●
囲
碁
同
好
会
　
毎
月
第

１
日
曜
日

●
楽
し
い
俳
句
教
室
　
毎
月
第
３
木
曜
日

●
歴
史
教
室
　
講
義
２
回
、

散
策
２
回

●
文
学

・
歴
史
紀
行
　
春
、

秋
の
２
回

●
食
文
化
を
楽
し
む
会

（薬
膳
料
理
）
夏
、

秋
の
２
回

●
楽
し
い
料
理
教
室

（県
職
労
壮
年
部
と

共
催
）

●
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
　
朱
基
コ

趣
味
の
会
活
動
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、

事
業
を
企
画
し
、

実
行
に
移
す
世
話
役
が

必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
　
会
報
の
発
行

会
報
の
年
間
発
行
計
画
は
次
の
通
り
で

す
。

六
八
号

（六
月
刊
）
　

　

Ю
ペ
ー
ジ

六
九
号

（八
月
刊
）
　

　

１２
ぺ
‐
ジ

七
〇
号

（
一
〇
月
刊
）
　

８
ペ
ー
ジ

七

一
号

（二
月
刊
）
　

　

８
１
１０
ペ
ー
ジ

会
報
は
会
員
相
互
の
絆
で
す
。

み
な
さ

ん
の
力
で
会
報
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局
発
信

◆
役
員
を
希
望
す
る
方
はお

申
し
出
を
◆

こ
だ
ま
会
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

あ
る
役
員
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
員
数
も

一
、

二
〇
〇
名
を
超
え
、

そ
の

運
営
に
は
多
く
の
人
々
の
協
力
が
必
要
で

す
。

今
年
は
役
員
の
改
選
期
に
あ
た
り
ま

す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
の
中
で
、

役
員
と

し
て
会
の
活
動
に
参
加
で
き
る
方
が
お
り

ま
し
た
ら
、

六
月

一
四
日

（火
）
ま
で
に
、

会
事
務
局

へ
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（○

四
五
十
二

一
二
十
三

一
七
八
）
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

役
員
選
考
委
員
会
の
審
議

を
経
て
、

役
員
候
補
者
と
し
て
総
会
に
推

薦
し
ま
す
。

な
お
、

役
員
の
条
件
は
概
ね

次
の
通
り
で
す
。

①
　
会
の
活
動
に
積
極
的
に
寄
与
し
て
く

だ
さ
る
方
を
望
み
ま
す
。

②
　
幹
事
会

（年
六
―
七
回
、

概
ね
火
曜

日
）
に
出
席
可
能
な
こ
と
。

③
　
②
の
他
に
、

事
務
局
、

会
報
編
集
、

新
し
い
活
動
の
企
画
と
実
施
、

趣
味
の

会
の
世
話
人
、

地
域
の
世
話
役
、

関
係

団
体
等
の
業
務
の

一
つ
を
受
け
持

っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

④
　
役
員
の
活
動
に
当
た
り
、〈

不
が
負
担
す

る
の
は
原
則
と
し
て
交
通
費
の
み
で
す
。
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楽
し
い
処
木
の
会

趣
味
の
会
は
、

長
生
き
の
散
歩
道

ご

一
結
に
歩
き
ま
し
ょ
う
″

☆
２０
周
年
記
念
行
事
☆

こ
だ
ま
会
北
海
道
ス
キ
ー
報
告

１
月
１９
日
１
２２
日
、

天
候
に
も
恵
ま
れ

参
加
者
２７
名
そ
れ
ぞ
れ
い
い
思

い
出
を
き

ざ
ん
だ
事
で
し
ょ
う
。

今
年
の
特
色
は
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
泊

っ
た
事
。

ホ
テ
ル
の
種
々
な
催
物

に
優
待
さ
れ
、

更
に
４
日
間
利
用
の
リ
フ

ト

・
ゴ
ン
ド
ラ
ナ
イ
タ
ー
券
が
付
き
、

食

事
も
さ
す
が
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
と
満
足

食
べ
過
ぎ
／

今
回
は
ス
キ
ー
初
挑
戦
の
佐
藤
七
夫
さ

ん
。

わ
が
こ
だ
ま
会
講
師
の
上
手
な
指
導

の
効
果
で
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
味
わ

っ
た

よ
う
で
し
た
。

ス
キ
ー
を
始
め
て
み
た
い

方
こ
だ
ま
会
で

一
緒
に
滑
り
ま
せ
ん
か
。

（叶
井
）

雪
景
色

に
魅

せ
ら
れ
な
が
ら

７２
才

で
初

ス
キ
ー

Ｗ
杯
ス
キ
ー
会
場

・
富
良
野
で

佐
藤
七
夫

私
は
こ
れ
ま
で
雪
国
に
行

っ
た
こ
と
が

な
く
、

本
格
的
な
雪
景
色
を

一
度
見
た
い

と
常
々
思

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

ス
キ
ー

の
経
験
は
１
回
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、

こ
だ
ま
会
報
に
毎
年
掲
載
さ
れ
る
富

良
野
ス
キ
ー
旅
行
の
記
事
を
見
て
は

一
度

は
行

っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

仕
事
な
ど
で
日
程
が
あ
わ
ず
、

し
か
も
年
齢
も
段
々
と
高
く
な
り
ま
す
し
、

も
う
今
年
位
が
限
界
と
、

こ
だ
ま
会
総
会

の
時
に
主
催
者

の
叶
井
氏
に
相
談
し
た
結

果
、
「大
文
夫

で
す
よ
、

会
員
に
全
日
本

ス
キ
ー
連
盟
の
公
認
指
導
員
榎
本
さ
ん
が

い
ま
す
の
で
」
と
、

榎
本
さ
ん
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「大
丈
夫
」

の

一
言
で
、

こ
だ
ま
会
主

催
の
１
月
１９
日
１
２２
日
の
４
日
間
、

富
良

野
ス
キ
ー
旅
行
に
２７
名

の
な
か
の

一
人
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
初
め
て
み
る
雪
景
色
は
、

澄
み
き

っ
た
青
空
に
霧
氷
が
木
々
の
枝
に

自
サ
ン
ゴ
の
よ
う
に
輝
く
メ
ル
ヘ
ン
の
世

界
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
に
も
魅
せ
ら

れ
、

十
勝
連
峰
の
夕
焼
け
な
ど
ど
の
景
色

も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

叶
井
さ
ん

か
ら
、
「
あ
の
よ
う
な
景
色
は
中
々
お
目

に
か
か
れ
な
い
も
の
で
す
」
と
い
わ
れ
ま

し
た
。

１
日
日
は
、

転
び
通
し
の
状
態
で
し
た
。

２
日
日
午
前
中
か
ら
少
し
滑
れ
る
よ
う
に

な
り
、

午
後
は
１００
メ
ー
ト
ル
位
滑
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
３
日
目
か
ら
は
初
心

者
用
の
緩
斜
面
の
コ
ー
ス
で
滑
る
こ
と
に

な
り
、

午
前
は
転
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、

午
後
か
ら
は
余
り
転
ば
な
い
で

滑
走
が
で
き
、

少
し
ス
ピ
ー
ド
も
で
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
４
日
目
も
同
じ
コ
ー

ス
を
滑
走
し
ま
し
た
が
、

雪
の
上
を
滑
走

す
る
気
分
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
味
わ
え

な
い
爽
快
そ
の
も
の
で
し
た
。

自
分
で
当
初
予
想
し
た
以
上
に
滑
走
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、

榎
本
勝
雄

さ
ん

。
米
山
東
伊
さ
ん

。
雨
宮
和
雄
さ

ん

。
志
村
冨
美
子
さ
ん
に
手
取
り

・
足
取

り
教
え
て
頂
き
、

ま
た
、

ご

一
緒
し
た
こ

だ
ま
会
の
み
な
さ
ん
の
励
ま
し
に
よ
る
も

の
で
す
。

家
族
や
友
達
か
ら
、

年
甲
斐
も
な
く
と

か
、

足
を
折
ら
な
い
よ
う
に
と
再
三
言
わ

れ
ま
し
た
が
、

北
海
道
の
雪
は
乾

い
た
粉

の
よ
う
で
柔
ら
か
く
転
ん
で
も
叩
け
ば
き

れ
い
に
落
ち
て
し
ま

い
、

無
理
さ
え
し
な

け
れ
ば
大
丈
夫
の
感
想
で
し
た
。

ス
キ
ー

三
点
セ
ッ
ト
を
総
て
レ
ン
タ
ル
し
ま
し
た

の
で
身
軽
な
出
で
立
ち
で
し
た
。

毎
年
参
加
さ
れ
る
仲
間
も
多
く
、

ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
顔
な
じ
み
の
方
も

い
ま
す
の
で
、

食
事
時
や
夜
は
健
康
生
活
な
ど
語
り
合
う

な
ど
年
を
感
じ
さ
せ
な
い
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

そ
の
後
、

榎
本
さ
ん
の
紹
介
で
２
月
に

菅
平
ス
キ
ー
場

へ
行
き
ま
し
た
。

老
後
の

楽
し
み
が

一
つ
増
え
、

こ
だ
ま
会
関
係
者

に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集

―

中
記

●
日
毎
に
変

っ
て
ゆ
く
緑
、

身
も
心

も
活
力
が
湧

い
て
き
ま
す
。

ｏ
そ
の
力
で

「憲
法
九
条
の
会
」
を

点
か
ら
線

へ
、

線
か
ら
面

へ
と
広
げ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

・
健
康
で
な
い
と
何
事
も
出
来
ま
せ

ん
。

健
康
第

一
″
　
　
　
　
（木
村
）



(7)第  68 号 神奈)ll県職労退職者こだま会報 2005年 (平成17年)6月 1日

★
２０
周
年
記
念
最
終
行
事

か
く
れ
た
滝
め
ぐ
り
と

夕
日
を
見
る
旅

西
伊
豆

一
泊
バ

ス
旅
行

花
、

水
、

滝
、

海
、

山

―
―
春
の
息
吹
の
中
で
―
―

高
橋
ト
シ
エ

こ
だ
ま
会
結
成
２０
周
年
記
念
行
事

の
／

で
あ
る
伊
豆
の
旅
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
あ

っ
た
と
思
う
。

今
年
は
桜
の
開

花
が
遅
く
、

私
達
を
待

っ
て
い
た
よ
う
に
、

み
ご
と
に
満
開
の
中
で
迎
え
て
く
れ
た
。

花
曇
り
で
加
藤
幹
事
長
が
し
き
り
に
残
念

が

っ
て
い
た
が
、

今
回
の
ス
ポ

ッ
ト
、

宿

か
ら
の
夕
日
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ

た
他
は
全
て
満
点
で
あ

っ
た
。

宿
の
温
泉
か
ら
は
眺
望
が
よ
く
、

ゆ
つ
た

り
と
疲
れ
も
と
れ
た
し
、機

料
理
は
お
い
し

か

っ
た
し
、

お
か
み
や
従
業
員
の
暖
か
い

も
て
な
し
も
家
庭
的
で
気
持
よ
か

っ
た
。

ミ
ニ
バ
ス
な
ら
で
は
の
隠
れ
名
所
め
ぐ

り
、

五
竜
の
滝
、

旭
滝
も
静
か
に
鑑
賞
出

来
た
し
、

ま
た
ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、

ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
、

柿
田
川

湧
水
で
の
散
策
も
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
お
じ

さ
ん
の
話
も
聞
け
て
有
意
義

で
あ

っ
た
。

土
肥
で
は
裸
足
の
混
浴
で
ウ
ッ
ト
リ
と
和

み
、

バ
ス
に
乗

っ
て
か
ら
も
ポ
カ
ポ
カ
と

暖
ま
り
、

い
い
気
持
で
あ

っ
た
。

一

翌
日
、

運
転
手
さ
ん
の
機
転
で
、

夕
日

の
代
わ
る
名
所
那
賀
川
沿

い
の
桜
並
木
に

立
ち
寄

っ
た
。
ｌ
ｋｍ
も
続
く
桜
、

川
辺
の

菜
の
花
、

青
空
の
も
と
ゆ

っ
た
り
と
時
間

が
流
れ
る
。

私
の
好
き
な
大
き
な
富
士
も
春
の
雲
で

見
え
隠
れ
は
し
た
が
、

姿
を
み
せ
て
く
れ

た
し
、

山
が
芽
吹
く
緑
の
濃
淡
と
山
桜
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
感
嘆
の
声
を
発
し
、

お

い
し
い
空
気
、

そ
し
て
お
い
し
い
食
べ
も

の
と
飲
み
も
の
で
、

道
中
、

に
ぎ
や
か
に
、

和
気
講
々
の
旅
で
あ

っ
た
。

ｏ
と
　
き
　
四
月
七
日
閑
―
八
日
０

・
参
加
者
　
１７
名

ｏ
と
ま
り
　
堂
ヶ
島
温
泉

・

網
元
ホ
テ
ル
ち
ど
り

・
コ
ー

ス

本
厚
木
（１０
時
出
発
）十
五
竜
の
滝
―
柿

回
川
湧
水
（昼
食
）―
土
肥
花
時
計

・
足
湯

―
黄
金
崎
―
（泊
）―
恋
人
岬
―
松
田
町
桜

田
―
旭
滝
（昼
食
）―
裾
野
―
本
厚
木

３
月
２８
日
働

鎌
倉
周
辺
は
何
回
と
な
く
散
策
し
て
ま

す
が
、

こ
の
会
で
西
鎌
倉
周
辺
を
散
策
す

る
の
は
今
回
が
始
め
て
で
は
、

と
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

此
の
春
は
例
年
に
な
く
寒
く
、

そ
し
て

天
候
不
順
な
日
が
多
く
、

好
天
で
あ
る
事

を
望
ん
で
ま
し
た
が
当
日
も
ま
た
明
け
方

か
ら
曇
り
始
め

つ
い
に
雨
の

一
日
と
な
り

ま
し
た
。

８
時
半
わ
が
家

（横
須
賀
）
を
出
、

大

船
駅
に
着

い
た
の
は
１０
時
的
分
程
前
。

中
村
猪

一
郎
先
生
始
め
参
加
者

一
四
人
、

モ
ノ
レ
ー
ル
で
西
鎌
倉
、

そ
こ
か
ら
が
散

策
の
第

一
歩
、

龍
口
明
神
社
ま
で
１５
分
位

か
。
こ
の
頃
か
ら
傘
な
し
で
は
無
理
な
雨

と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
青
蓮
寺
を
参
拝
の
あ
と
時
間
も

昼
食

の
頃
と
な
り

『
レ
ス
ト
ラ
ン

・

デ
ニ
ー
ズ
』
で
約

一
時
間
懇
談
。

１３

時
頃
出
発
、

仏
行

寺
↓
梶
原

一
族
供

養
塔
↓
御
霊
神
社

↓
東
光
寺
↓
駒
形

神
社
↓
大
慶
寺
↓

等
覚
寺
↓
そ
し
て

法
塔
な
ど
に
つ
い

て
先
生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
参
拝

・
合

掌
し
雨

・
時
間
等
の
都
合
も
あ

っ
て

一
―

三
割
愛
と
な

っ
た
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、

雨
降
り
の
た
め
か
参
加
さ
れ
た
方
が
た
そ

れ
な
り
に
気
を
配

っ
て
居
ら
れ
た
よ
う
で

何
ん
の
事
故
も
な
く
深
沢
か
ら
大
船

へ
。

そ
し
て
大
船
で
お
互
い
今
日

一
日
の
労
を

塙
ら
い
帰
宅
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（鈴
木
公
彦
）

◆
囲
碁
同
好
会

新
年
囲
碁
大
会
を

今
年
も
腕
が
上
が
る

優
勝
＝
米
山
四

段
　
準
優
勝
＝
分

銅
３
級

ビ
ッ
ク

リ

賞

＝

４

名

　

参

加

１５
名
。
こ
の
２
、

３
カ
月
は
１３
路
盤

を
囲
む
初
心
の
方

が
増
え
、

熱
心
で

急
速
に
上
達
の
様

子
で
す
。

（木
村
）

１
月
９
日
側
に
行
い

よ
う
集
い
ま
し
た
。

囲
碁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　
中
澤
祥
浩

碁
を
打
て
る
姿
見

つ
け
デ
イ
ケ
ア
ー
の

見
学
に
来
て
親
し
み
を

い
ふ

老
宅
を
扶
く
作
法
に
よ
し
と
聞
く
指
先

の
対
話
囲
碁
に
親
し
む

恥
強
零
題
　
　
ヽ
魅
解
だ
だ
／
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川
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

小
　
山
　
直
　
次

さ
ん

二
年
前
、

こ
だ
ま
会
幹
事
の
任
期
中
に

地
域
の
相
模
原
市
下
満
大
下
地
区

（
一
七

〇
世
帯
）
の
自
治
会
長
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
、

自
治
会
用
務
の
た
め
、　

一
期
で
退

任
さ
れ
た
方
で
す
。自

治
会
長
お
ょ
び
「道

保
川
を
愛
す
る
会
々
長
」
と
し
て
こ
れ
ま

で
の
経
過
と
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
伺

い

ま
し
た
。

道
保
川
流
れ
の
回
復

道
保
川
は
全
長
三

・
七
ｋｍ
で
横
山
丘
陵

か
ら
湧
き
出
た
水
が
大
下
集
落
を
流
れ
相

模
川
に
合
流
す
る
短

い
川
で
、

明
治
時
代

か
ら
水
量
も
あ
ま
り
変
ら
ず
、

い
っ
も
き

れ
い
で
地
域
住
民
の
生
活
用
水
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

昭
和
の
終
り
ご
ろ
か
ら
周
辺

の
谷
戸
地
が
埋
め
立
て
ら
れ
、

水
路
部
分

は
暗
渠
化
さ
れ
て
ど
こ
に
川
が
流
れ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま

し
た
。

上
流
地
域
の
開
発
か
ら
近
年
、

水
害
等

が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、

市
の
河
川
整

備
課
か
ら
改
修
工
事
を
し
た
い
、

と

い
う

話
が
あ
り
、

道
保
川
改
修
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。

不
法
投
棄

の
残
土
が
取
り
除
か
れ
、

広

く
な

っ
た
川
に
水

の
流
れ
が
見
え
る
よ
う

に
な
る
と
、

こ
の
自
然
的
な
改
修
工
事

に

地
元

の
人
達
も
関
心
を
持

つ
よ
う

に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、

改
修
工
事
期
間
中
に
暗
渠
か
ら

川
に
戻

っ
た
道
保
川
に
市
か
ら
橋
の
命
名

依
頼
が
あ
り
、

地
元
の
長
老
の
方
々
の
意

見
も
聞

い
て
、

自
治
会
と
し
て
「東
沢
橋
」

と
決
定
し
た
こ
と
も
、

川
に
寄
せ
る
思

い

を
強
め
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

川
づ
く
り
の
完
成
と

「道
保
川
を
愛
す
る
会
」
の
発
足

工
事

の
完
成
か
ら
自
然
を
活
し
た
道
保

川
の
流
れ
の
全
景
が
見
え
、

私
た
ち
も
感

動
し
ま
し
た
。

「
こ
の
自
然
環
境
を
大
切
に
守
り
、

み

ん
な
の
憩

い
の
場
と
し
て
、

子
供
や
孫
の

遊
ぶ
川
と
し
て
残
し
て
い
こ
う
」
と
地
元

の
有
志
が
集
ま

っ
て
、
「道
保
川
を
愛
す

る
会
」
を
発
足
さ
せ
た
の
で
す
。

会
の
活
動
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
川
の
清
掃

・
美
化
活
動
の
話
し
が
進
み
、

市

へ
活
動

の
支
援
制
度

に

つ
い
て
問

い
合

せ
た
結
果
、

地
元
関
係
者

に

「
街
美
化

ア

ダ
プ
ト
制
度
」

の
説
明
会
を
設
け
て
も
ら

い
ま
し
た
。

当
初
は
自
治
会
と
し
て
と
り
く
む
予
定

で
し
た
が
、

自
治
会

の
役
員
は
二
年

で
交

代
す
る
た
め
、

自
主
的
参
加

の
有
志
を
募

り
ま
し
た
。

最
初
二
四
名

の
中
込

み
が
あ
り
、

さ
ら
に
自

治
会
内
の
自
主
的
サ
ー

ク
ル

「
サ
ロ
ン
会

（女

性
ま

か
ら
も
会
と
し

て
参
加
し
た
い
旨
の
申

し
出
が
あ
り
、

二
〇
名

以
上
の
会
員
が
加
入
し
、

現
在
四
〇
名
以
上
の
会

員
に
な
り
ま
し
た
。

市
と
の
打
合
せ
で
会

の
役
員
選
出

。
年
間
活

動
予
定

・
予
算
等
を
決

め
、

市
と

「街
美
化
ア

ダ
プ
ト
制
度
」
の
合
意

書
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

×

×

×

×

×

会
の
現
在
の
活
動
は

月
二
回

（第
二

・
四
の

土
曜
日
午
前
中
二
時
間

程
度
）
の
川
辺
の
清
掃

と
周
囲
の
植
栽
し
た
花

の
手
入
等
で
秋
十

一
月

以
降
は
雑
草
が
少
な
く
な
る
た
め
、

月

一

回
の
活
動
に
す
る
予
定
と
の
事
、

話
を
聞

き
な
が
ら
、

地
域
の
力
を
引
き
出
す
自
治

体

の
関
り
方
や
、

合
意
に
も
と
ず
く
住
民

参
加
の
活
動
の
進
め
方
、

川
の
流
れ
を
と

り
戻
し
た
こ
の
事
例
か
ら
環
境
月
間
を
前

に
た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

（加
藤
利
秋
）
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介

護

保

険

は
ど

う

な

る

の

介
護
保
険
は
、

保
険
料
が
三
年
ご
と
、

制
度
は
五
年
ご
と
に
見
直
し
を
す
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
二
月
八
日
、

介
護
保
険

の
見
直

し
法
案
を
閣
議
決
定
し
、

三
月
二
二
日
か

ら
衆
議
院
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
会
に
提
案
さ
れ
た
内
容
は
、

高
齢
者

の
増
加

に
伴
う
国
か
ら
の
支
出
を
減

ら

し
、

高
齢
者
と
利
用
者
の
負
担
を
大
幅
に

増
や
す
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

①
施
設
利
用
者

の
居
住
費
と
食
費
を
全
額

負
担
に
す
る
。

②
介
護
区
分
を
八
区
分
に
増
や
す
。

③
介
護
予
防
の
た
め
の
支
援
事
業
を
創
設

す
る
。

④
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
か
ら
も
保
険
料

を
天
引
き
す
る
。

①
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
資
格
に
五
年
ご
と

の
更
新
制
、

研
修
実
施
の
義
務
付
け
を

す
る
。

（例
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

個
室
…
九
七
、

○
○
○
円

↓

一
三
四
、

○
○
○
円

相
部
屋
…
五
六
、

○
○
○
円

↓
八
七
、

○
○
○
円

食
費
…
調
理
費

一
割
負
担
十
食
材
費
　
が

調
理
費

十
食
材
費
の
金
額
負
担

一
ヵ
月
約

一
一
、

七
〇
〇
円
の
増

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（通
所
介
護
）
や
デ
イ

ケ
ア

（通
所
リ
ハ
ビ
リ
）
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ

（短
期
入
所
）
な
ど
で
も
負
担
増
と
な

り
ま
す
。

月
二
〇
日
利
用
す
る
と

八
、

○
○
○
円
の
増

訪
問
介
護
で
家
事
代
行
を
廃
止

介
護
の
軽
度
者
に
つ
い
て
は
、

介
護
か

ら

「予
防
重
視
型

へ
の
転
換
」
が
盛
込
ま

れ
、

在
宅
の
高
齢
者
を

ヘ
ル
パ
ー
が
訪
れ

て
行
な

っ
て
い
た
、

調
理
、

掃
除
、

洗
濯

な
ど
は
切
り
捨
て
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

要
支
援

・
要
介
護

〔１
〕
は

介
護
か
ら
外
す

「予
防
重
視
型

へ
の
転
換
」
は
、
「新
予

防
給
付
」
と
し
て
筋
カ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

栄
養
改
善
、

口
雄
機
能
向
上

（歯
磨
き
指

導
）
な
ど
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
利
用
者

に
対
し
て

は
、

利
用
限
度
額
の
引
き
下
げ
、

サ
ー
ビ

ス
単
価
の
引
き
下
げ
を
し
て
利
用
者
数
を

抑
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

老
年
者
控
除
の
廃
止
で
、介

護
保
険
料
、

国
保
料
も
大
幅
ア
ッ
プ

ニ
○
〇
四
年
度
以
降
の
税
制
改
悪
で
、

「配
偶
者
特
別
控
除
」
「老
年
者
控
除
」
が

廃
止
に
な
り
、

保
険
料
の
ラ
ン
ク
ア
ツ
プ

で
大
幅
に
支
払

い
が
増
え
ま
す
。

保
険
料
は
う
な
ぎ
昇
り

厚
生
労
働
省
は
、

人
口
の
高
齢
化
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に
基
づ
く
保

険
料
の
試
算
を
し
て
い
ま
す
。

保
険
料

（全
国
平
均
）

二
〇
〇
四
年
　
一二
、

三
〇
〇
円

二
〇
〇
六
年
　
四
、

三
〇
〇
円

ヘ

ニ
○
〇
九
年
　
五
、　

一
〇
〇
円

ヘ

ニ
〇

一
二
年
　
ニハ
、

○
○
○
円

ヘ

↑
江
）

①
保
険
料
は
三
年
ご
と
に
見
な
お
す
。

②
保
険
料
を
四
〇
歳
か
ら
二
〇
歳
に
引

き
下
げ
る
計
画
は
、

二
〇
〇
九
年
ま

で
に
準
備
す
る
。

　
　
　
（川
井
弘
次
）

一　
京
都
市
の
例

一　
　
　
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
試
算

国保料も介護保険料も大幅アップ

65歳、年金生活 ・妻と2人暮らしのケース

今まで 2005F手

年金収入 2,560,000円 2,5601000円

公的年金控除額 114001000円 1,200,000円

①差し引き所得 111601000Fl 1,360,000円

配偶者控除 380,000円 380,000F可

配偶者特別控除 380、000Fl 0円

老年者控除 500,000F可 0円

基礎控除 3801000F可 380,000円

②控除合計 1,640,000円 7601000F弓

①一② -480,000円 600,000F可

③課税所得 0円 600,000F可

所得税 0円 60,000F可

市町村民税 0円 35,000Fl

国保料

所得割(市府民税×669)

均等割(35.500円×2人)

平等割(24200円×1世帯)

95,200Fl

O円

71,000円

24、200円

329,350F弓

234,150円

71,000円

24 200FEl

介護保険料 69,600F可 104,382円
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こだ ま,卜壇 (4月作品)

新
井
　
博
美

野
毛
坂
を
ま
わ
り
道
し
て
桜
餅

黄
砂
ふ
る
軍
艦
三
笠
は
石
の
上井

村
　
友
彦

春
の
陽
に
階
段
狭
き
ピ
サ
斜
塔

花
満
開
太
鼓
の
音
の
遠
ざ
か
り白

石
　
為
康

春
雨
や
木
椅
子
に
は
ぐ
れ
鳩

一
羽

身
延
山
杖
を
た
よ
り
に
花
の
旅島

田
多
嘉
子

ぼ
た
も
ち
の
大
小
あ
り
て
春
彼
岸

四
月
馬
鹿
ゴ
ミ
分
別
を
老
眼
で鈴

木
し
げ
子

少
年
の
指
の
傷
癒
え
春
近
し

ど
こ
か
ら
か
桜
花
と
び
く
る
部
屋
の
中

中
村
　
桂
子

嬰
児
に
頬
す
り
寄
せ
て
花
の
下

シ
ヤ
ン
ソ
ン
の
響
き
胸
う

つ
春
の
官

三
井
　
光
子

花
筏
唯
子
川
を
い
っ
ぱ

い
に

マ
ニ
キ

ュ
ア
を
藤
色
に
替
え
春
う
ら
ら

横
川
美
代
子

戦
は
い
や
母
娘
連
れ
の
雛
流
し

九
条
の
会
春
の
横
浜
人
あ
ふ
れ湯

川
　
　
勉

新
講
義
学
生
如
何
と
胸
躍
る

桜
咲
き
孫
に
会

い
た
く
妻
と
行
く

小
川
　
水
草

い
の
ち
縛
る
病
床
固
定
春
の
間

つ
ば
く
ら
め
部
屋
ご
と
施
錠
痴
呆
棟

山
本

つ
ぼ
み

桟
橋

の
は
づ
れ
国
旗
の
か
す
み
け
り

海
の
香
に
遠
桟
橋
の
か
ぎ
ら

へ
る

●
歴
史
教
室
講
義

京
都
と
鎌
倉
武
士

・
女
性

と
　
き
　
６
月
２０
日
働
　
１３
‐
‐６
時

と
こ
ろ
　
県
職
労
本
部
１
階
大
会
議
室

講
　
師
　
中
村
猪

一
郎
会
員

２００

（平
成
１７
）
年
度
の
計
画

講
義
２
回
、

散
策
２
回
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

散
策
　
９
月
１２
日
側

走
水

・
観
音
崎
を
あ
る
く

講
義
　
１１
月
１４
日
側

頼
朝
の
庶
子
　
島
津
忠
久
出
生
の

謎

散
策
　
３
月

（未
定
）

●
食
文
化
を
楽
し
む
会

と
　
き
　
７
月
７
日
閑

１１
時
Ｉ
Ｍ
時

と
こ
ろ
　
横
浜
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

桜
木
町
駅
前

テ
ー
マ
　
菜
膳
料
理
―
今
年
の
夏
も
元

気
で
過
す
為
に

講
　
師
　
上
野
多
恵
子
会
員

〈ム
　
費

　
一
、

八
〇
〇
円

申
し
込
み
は
葉
書
で
事
務
局
ま
で
御

連
絡
下
さ
い
。

（電
話
の
場
合
は
０４５
‐

３‐２
‐
４
６
０
１
迄
）

●
楽
し
い
俳
句
教
室

こ
の
教
室
の
よ
さ
は
山
本
つ
ぼ
み
講

師
の
丁
寧
な
指
導
、

楽
し
い
、

分
か
り

や
す
い
、実

作
中
心
、△

ム
費
（７００
円
程
度
）

の
安
さ
な
ど
で
す
。

初
心
者
大
歓
迎
〃

と
　
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日

瑚
時
３０
分
―

と
こ
ろ
　
県
職
労
本
部
３
階
こ
だ
ま
会

事
務
所

問
合
せ
　
小
川
政
則

阻
０４２
‐
７４２
‐
２
２
５
３

●
囲
碁
同
好
会

と
　
き
　
毎
月
第

一
日
曜
日
１１
時
―

と
こ
ろ
　
囲
碁
サ
ロ
ン
　
有
心

横
浜
駅
西
口
大
洋
ビ
ル
６
階

〈ム
　
費
　
六
〇
〇
円

申
込
み
　
こ
だ
ま
会
事
務
局

肌
０４５
‐
２‐２
‐
３
１
７
９

青
沼
慶
祐
阻
０４５
‐
７８２
‐
７
６
６
５

児
玉
欣

一
郎
さ
ん
　
り
し
逝
去

「
こ
だ
ま
会
」
結
成

に
尽
力
さ

れ
、

第
二
代
代
表
幹
事
を
勤
め
ら

れ
る
な
ど
、

多
大

の
貢
献
を
残
さ

れ
た
児
玉
欣

一
郎
さ
ん
が
、

脳
内

出
血
の
た
め
４
月
２５
日
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。

享
年
８‐
歳
。

心

か
ら
お
悔

み
申

し
あ
げ
ま

す
。

２‐
世
紀

に
憲
法
を
ど
う
生

か
す
か

憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、

ど
思
法

改
悪
を
許
さ
な
い
県
民
の
集

い
」
が
神

奈
川
公
会
堂
で
開
か
れ
、

東
大
名
誉
教

授
の
小
林
直
樹
さ
ん
が

「
２．
世
紀
に
憲

法
を
ど
う
生
か
す
か
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
、
６
０
０
人
の
中
高
年
参
加
者
で

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

『ド
イ
ツ
の
立
派
な

ワ
イ

マ
ー
ル
憲

法
が
、
「ま
さ
か
」
と

い
う
甘

い
対
応
で
、

１
９
３
３
年
以
降

ナ
チ

ス
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
体
制
に
よ
り
無
視
さ
れ
た
の
と
同

じ
道
を
、

い
ま
日
本
国
憲
法
は
歩
み
は

じ
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
』
ま
た
、

『日
本

の
改
憲
論
者

の
思
想

の
貧
し
さ

を
①
視
野
が
狭
く
、

米
国
の
こ
と
ば
か

り
見
て
世
界
全
体
を
見
て
い
な
い
②
近

く
し
か
見
え
な
い
、

人
類
の
未
来
に
目

を
向
け
て
い
な
い
③
後
ろ
向
き
で
、

日

本
は
神
の
国
だ
と

い
う
縮
み
志
向
で
あ

る
』
と
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（日
原
）
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